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交
通
安
全

◆
秋
の
交
通
安
全
市
民
運
動

9
月
21
日
〜
30
日

秋
は
行
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
絶
好

の
時
期
と
な
り
、
外
出
の
機
会
も

増
え
、
人
や
車
の
動
き
が
活
発
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
は
日
没
時
刻

が
早
ま
り
、
夜
間
に
か
け
て
高
齢

者
を
始
め
と
し
た
交
通
弱
者
が
事

故
に
遭
う
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

〈
運
動
の
基
本
〉

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
ろ
う

〈
取
組
重
点
〉

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う

○
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
し
よ
う

○
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

◆
交
通
安
全「
は
が
き
作
戦
」

交
通
事
故
防
止
、
交
通
安
全
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
小
中
学

生
4
千
282
人
が
市
民
の
方
に
向
け

て
は
が
き
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き

ま
し
た
。
秋
の
交
通
安
全
市
民
運

動
期
間
中
に
発
送
し
ま
す
。

常
に
交
通
安
全
を
意
識
し
、
交

通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

◆
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

小
学
生
か
ら
募
集
し
た
ポ
ス

タ
ー
の
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

☆
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー　

　

9
月
10
日
㈯
〜
20
日
㈫

☆
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー　

　

9
月
23
日
㈷

　

正
午
〜
午
後
3
時

☆
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

　

9
月
27
日
㈫
〜
10
月
7
日
㈮

◆
交
通
安
全
都
市
宣
言
50
周
年
市

民
大
会

市
は
交
通
安
全
都
市
を
宣
言
し

今
年
で
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ

こ
で
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交

通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
市
民
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　
9
月
23
日
㈷

午
後
1
時
〜
3
時

と
こ
ろ　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
　
容

・
大
会
宣
言
と
表
彰

・
交
通
安
全
は
が
き
作
戦

・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

・
県
警
音
楽
隊
と
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏

楽
団
に
よ
る
交
通
安
全
ふ
れ
愛

コ
ン
サ
ー
ト

保
険
年
金
課
1
66
◆
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1
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保
険
証
の
点
字
シ
ー
ル

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
証
を
他
の
カ
ー

ド
と
区
別
し
や
す
く
す
る
た
め
、

点
字
で「
ホ
ケ
ン
シ
ョ
ー
」
と
印

字
し
た
シ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。

必
要
な
方
は
、
保
険
年
金
課
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

児
童
課
1
66
◆

1
1
0
8

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

市
遺
児
手
当
の
9
月
期
支
払
分

（
4
月
〜
9
月
分
）
を
9
月
30
日

㈮
以
降
に
受
給
者
指
定
の
金
融
機

関
に
振
り
込
み
ま
す
。
確
認
し
て

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
1
66
◆

1
1
0
6

終
戦
当
時
の
通
貨
・
証
券

な
ど
を
返
還
し
て
い
ま
す

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に

外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
が

預
け
た
通
貨
、
証
券
な
ど
を
返
還

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
名
古
屋
税
関　

豊
橋
税

関
支
署
蒲
郡
出
張
所（
浜
町
1

☎
68
◆

６
０
０
８
）

　今年3月に起きた東日本大震災により多くの方が被災され、いまだ避難所生活を続けています。
　被災したのは家畜やペットとして飼われていた動物も同じで、一緒に逃げることができなかった動物が
野放しにされ、食べ物を得られずやせ細っている映像がニュースで取り上げられました。現在、犬やネコ
については救援団体やボランティアが世話や保護をし、引き渡しや新しい家族探しを行っています。
　飼主が連れて逃げることのできたペットも避難所で受け入れられるとは限らず、受入可能であっても動
物の様子によっては制限される場合もあります。

災害に備えて
　受け入れてもらうには、また、はぐれたペットが保護されやすくするためにはポイントがあります。
○「おいで」呼ばれたらすぐ来る
○クレート（ケージ）やダンボールに入っておとなしくしていられる
○人に慣れている
○マイクロチップの挿入
・避妊・去勢手術をする
・動物用避難袋を用意しておく（リード、首輪、食べ物の予備、飼主の連絡先などを入れておく）

　受け入れられた動物たちは、心の支えや癒しとなったり、子どもの遊び相手となってくれるでしょう。
ぜひ、日ごろからしつけや非常時の準備をしておきましょう。
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